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2. クリプトスポリジウム等対策実施状況調査（令和７年３月末時点） 

 

１）調査対象 
  上水道事業、簡易水道事業、水道用水供給事業及び専用水道（国が設置する専用水道を除く）。

通常時に使用していない水源（予備水源等）を有する浄水施設も対象とする。 
 
２）調査方法（作業要領） 

都道府県は上記の調査対象に「FILE03」及び「FILE03 別紙様式」を配付し、結果をとりま

とめる。 
①入力方法 

  今回送付する調査票「FILE03」は、前年度の調査で回答された情報（令和５年３月末時点）

の一部がそのまま入力されていますので、記載されている施設ごとに以下の内容に留意して[6]
～[18]の項目に令和７年３月末時点の内容（状況）を確認して入力してください。 

令和６年度中にクリプトスポリジウム等対策で水源を変更した場合などは、変更後の内容を

記入してください。 
  クリプトスポリジウム等による汚染のおそれを判断する指標菌の検査をこれまでに（令和７

年３月末までに）実施していない場合は、「[10]汚染のおそれの判断」欄でレベル１～４を選択

せずに「未実施」を選択してください。 
 クリプトスポリジウム等による汚染の対策を未実施の施設は「[16]対策の導入状況」に今後の

予定を、汚染のおそれの判断を実施していない施設は「[16] 対策の導入状況」欄を「３年以内

に導入予定無し」にして、[18]備考欄に指標菌検査を行う予定時期を記入してください。 
  また、令和６年４月以降に新たに整備等された浄水施設及び過年度に整備されて記載が漏れ

ている施設は、行を挿入して記入し、廃止等された浄水施設は該当する行を削除してください。

新たに行を挿入した場合は、「AK 列～AM 列」の数式をコピーしてください。 
②各シートの内容 

  「FILE03」は、(1)上水道事業及び用水供給事業（様式３－１）、(2)簡易水道事業（様式３－

２）、(3)専用水道（様式３－３）の３つのシートで構成しています。また、指標菌とクリプトス

ポリジウム等を同じ日に採取した水の測定結果の記入シートとして、(4)「FILE03 別紙様式」

（様式３－４）を、別ファイルとしてお送りします。 
③入力後のチェック  

  [1]～[18]の欄を「４）記入方法詳細」に従い令和７年３月末時点の状況を調査票に入力し、

入力後、必ず[19][20]の欄を確認してチェックを行い、データに不整合等がないことを確認して

ください。 
－入力後のチェック－ 
・「[20]クリプト対策内容エラー確認欄」に“エラー”と表示がされた場合は、レベル３・レベル

４の水源で対策状況が入力されていませんので、入力内容を確認してください。 
・「[19]必須項目エラーチェック欄」に“エラー”と表示された場合は、入力内容に矛盾がありま

すので、入力内容を確認してください。 
・様式３－１～３－３の[1]～[18]の欄、様式３－４の[1]～[7]以外は内容を変更しないでくださ

い。 

調査要領抜粋（様式３－３）
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同一浄水施設内に複数の処理系統が存在する場合は複数記入する。 
クリプトスポリジウム等対策上未対応と位置づけられる処理方式は、

回答欄の一番左に記入する。（本調査はクリプトスポリジウム等対策の

調査であるため、これ以外の方法は考慮せず、必ずいずれかに分類す

る） 
記入済みの施設も再度、以下の注意点に留意して間違いがないことを

確認する。 
※注意点 
①｢消｣：他の処理を全く行わず、（原水に）塩素消毒のみ。他の処理方

法とろ過処理等の後の塩素処理は考慮しないので、｢急｣と

｢消｣などの組み合わせはない。 
②｢直｣：凝集沈殿処理をせずに、原水に凝集剤を添加して、急速ろ過器

などにより急速ろ過する方法。｢急｣と混同しないこと。 
③②で凝集剤を添加していない場合は、｢除｣除鉄・除マンガン処理に分

類する。 
④「急」：凝集沈澱＋急速ろ過による処理方法を指す。沈澱池がなく、

急速ろ過器のみの施設は「直」又は「除」を選択すること。 

＋急速ろ過 
「除」除鉄 

・除ﾏﾝｶﾞﾝ処理 
「直」直接急速ろ過 
「緩」緩速ろ過 
「膜」膜ろ過 
「消」消毒のみ 
「紫」紫外線 
※浄水受水のみで特

に処理をしていない

場合は空欄にしてお

く 
 

[8]給水人口 当該施設等から給水している人口(令和７年３月末現在)を記入する。 
他の施設等と給水区域を明確に区分できない場合は、配水量の実績等

を参考に給水人口を按分する。 
※水道用水供給事業の場合は、ゼロを記入する。 

給水人口(人) 
※この欄は入力必須 

[9]計画浄水量

（施設能力） 
当該浄水場の計画浄水量を公称値（認可値等）で記入する。 
また、受水のみの施設は一日当たり受水量の年間平均値を記入する。 

計画浄水量(m3/日) 
※この欄は入力必須 

[9-2]一日平均

浄水量（浄水受

水分を除く） 

原則として令和６年度の実績値を記入する。単位(m3/日)の間違いや、

計画浄水量を大きく超過した回答が多いことから、注意すること。 
当該浄水場の一日平均浄水量を記入する。ただし、浄水受水している施

設については受水量を除き、自ら浄水処理を行っている量について記

入する。（浄水受水のみの場合は 0 を入力する） 
※実績値が分からない場合には、計画浄水量や給水量を記入する。 

一日平均浄水量 
(m3/日) 
※この欄は入力必須 

[10] 汚染のお

それの判断 
原水のクリプトスポリジウム等による汚染のおそれについて、｢水道に

おけるクリプトスポリジウム等対策指針｣(平成 19 年 3 月 30 日健水発

第 0330005 号水道課長通知(令和元年 5 月 29 日一部改正))に基づき判

断した結果を記入する。 
どちらか一つでも指標菌が検出されたことがある場合は、原水の種別

によりレベル４かレベル３となる。 
これまでどちらの指標菌も検出されたことがない場合は、原水の種別

によりレベル２かレベル１となる。 
指針ではレベル１になるが、井戸内部を点検するのが困難なのでレベ

ル２として検査を行っている場合は、レベル１を記入すること。 
どちらか一つの指標菌しか検査していない場合で検出したことがない

「未実施」： 
指標菌検査未実施 

「レベル１」 
「レベル２」 
「レベル３」 
「レベル４」 
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場合及びどちらの指標菌も検査していない場合は、「未実施」を選択す

る。 

[11] レベルの

変更の有無 
令和６年度に新たに指標菌（大腸菌・嫌気性芽胞菌）の検査を行った、

又は令和６年度の検査で指標菌（大腸菌・嫌気性芽胞菌）が検出され

て、レベルが変わった場合は「有」、それ以外は「無」を選択する。 
レベル変更「有」の場合はその理由を[18]備考に記入する。 

「有」 
「無」 

[12] 原水の指

標菌検査の実

施状況 

令和６年度の原水の指標菌検査状況（大腸菌・嫌気性芽胞菌）をそれぞ

れ選択する。 
※「定期」「不定期」の場合は、測定回数及び検出回数をそれぞれ記入

する。水源が複数有り、測定回数（又は検出回数）が異なる場合は、最

も多い回数を記入する。 
※「未実施」の場合は、測定回数及び検出回数の欄は空欄とする。 

「定期」 
「不定期」 
「未実施」 

[13] 原水のク

リプトスポリ

ジウム、ジアル

ジア検査実施

状況 
 

令和６年度の原水のクリプトスポリジウム・ジアルジアの検査状況を

選択する。 
※「実施」の場合は、測定回数及び検出回数をそれぞれ記入する。水源

が複数有り、測定回数（又は検出回数）が異なる場合は、最も多い回数

を記入する。 
※「未実施」の場合は、測定回数及び検出回数の欄は空欄とする。 
※レベル１、レベル２の施設において検査が不要のため実施していな

い場合は、｢不要｣を選択する。この場合は、測定回数及び検出回数の欄

は空欄とする。 

「実施」 
「未実施」 
「不要」 

[14] 原水にお

けるクリプト

スポリジウム、

ジアルジアの

過去の検出状

況 

検査の結果、クリプトスポリジウム・ジアルジアを過去に検出した実

績がある場合は「有」を、検出されていない場合は「無」を、それぞれ

選択する。 
※これまでに一度も検査したことがない場合は、｢未実施｣を選択する。 
※レベル１、レベル２の施設において検査が不要のため実施していな

い場合は、｢不要｣を選択する。 
※ 浄水受水のみの場合も、「不要」を選択する。 

「有」 
「無」 
「未実施」 
「不要」 
※この欄は入力必須 

[15] 同時採取

の有無 
令和６年度にクリプトスポリジウム等を測定した場合、指標菌測定

試料と同じ水で測定したことがあるか（「同一有」）、別々に採水したも

のの、同じ日に採水したことがあるか（「同日有」）を記入。これ以外の

場合は、「無」とする。 
※「同一有」、「同日有」の場合、具体的な検出状況について、様式３－

４に記入。 

「同一有」 
「同日有」 
「無」 

[16],[17]施設整備対策 

 [16]対策の

導入状況 
クリプトスポリジウム等対策が可能な施設の設置状況を選択する。 
レベル１、レベル２で施設が設置されていない場合は「不要」を選択す

る。 
汚染のおそれの判断を実施していない施設は「３年以内に導入予定無

し」を選択する。 

「導入済み」 
「３年以内に導入予

定有り」 
「３年以内に導入予

定無し」 
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「不要」 

[17] 対策の

種別 
浄水施設にクリプトスポリジウム等対策が可能な急速ろ過・緩速ろ過・

膜ろ過等のろ過設備、紫外線照射施設が設置されている場合、設置され

ている施設を選択する。原水として表流水を使用している場合であっ

て、ろ過及び紫外線処理により対応している場合は「紫外線」を選択す

る。導入予定の場合も、導入を予定している施設を選択する。また、水

源の変更を予定している場合は水源の変更を選択する。急速ろ過・緩速

ろ過・膜ろ過以外のろ過等の設備による対策の場合は、「その他ろ過等

設備」を選択し、具体的な設備を[18]備考に記入する。 

「急速ろ過」 
「緩速ろ過」 
「膜ろ過」 
「その他ろ過等設備」 
「紫外線」 
「水源の変更」 
※水源の変更は、当該

水源の廃止も含む 

[18]備考 汚染のおそれの判断が未実施の施設は、備考欄に指標菌検査を行う予

定時期を記入する。また、[11]でレベル変更「有」を選択した場合は、

その理由を記入する。 
[17]で「その他ろ過等設備」を選択した場合は、具体的な対策設備を記

入する。 
その他、休止や廃止予定などの特記事項がある場合は記入する。 

 

 
②様式３－４：指標菌とクリプトスポリジウム等を同じ日に採取した原水の測定結果記入方法 

※ 令和６年度に実施した全てのクリプトスポリジウム等の測定結果について記入してくださ

い。 
※ 同一ファイル内には、単一事業者のみの結果を記入してください。 

記入欄 記入内容 
調査票に「」内の文字

を選択又は入力する 

[1]事業者名 事業者名（事業主体名）を記入する。 事業者名 

[2]浄水施設名 浄水施設名を記入する。（通常使用しない水源（予備水源等）を有する

施設も対象） 
浄水施設名 
 

[3] 汚染のお

それの判断 
原水のクリプトスポリジウム等による汚染のおそれについて、｢水道に

おけるクリプトスポリジウム等対策指針｣(平成 19 年 3 月 30 日健水発

第 0330005 号水道課長通知(令和元年 5 月 29 日一部改正）)に基づき判

断した結果を記入する。 
どちらか一つでも指標菌が検出されたことがある場合は、原水の種別

によりレベル４かレベル３となる。 
これまでどちらの指標菌も検出されたことがない場合は、原水の種別

によりレベル２かレベル１となる。 
指針ではレベル１になるが、井戸内部を点検するのが困難なのでレベ

ル２として検査を行っている場合は、レベル１となる。 
どちらか一つの指標菌しか検査していない場合で検出したことがない

場合及びどちらの指標菌も検査していない場合は、「未実施」を選択す

る。 

「未実施」： 
指標菌検査未実施 

「レベル１」 
「レベル２」 
「レベル３」 
「レベル４」 

[4]同一、同日

の別 
「同一」：大きな採水容器に採水した後に、そこからクリプトスポリジ

ウム等試料と指標菌用試料に取り分けて測定した場合 
「同一」、「同日」 


